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１　 エルレンバッハの病院のファサードにおけるVIPを用いた
　　外観（ZAE）
２　真空断熱パネル（VIP）における一般的な構造とその要素
３　現在あるいくつかの真空断熱パネル製品
４　真空断熱システムにおける要素の組み合わせと光の透過性
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Vacío interior
Material de núcleo

Envolvente estanca al gas

Distanciado (eventualmente)

Válvula de evacuación 
(eventualmente)
Dispositivo de control 
(eventualmente)
Getter (eventualmente)

b

c

d

f

g

e

a

gfedcba
高性能断熱材を使用した段差のないテラスの構成

ａ　排水溝。排水ふた 厚50mm
ｂ　砂利入りコンクリート床板 厚52mm
ｃ　フリース下地シート 厚2mm
　　アスファルト防水シート 厚7mm
ｄ　建設用保護マット 厚8mm
ｅ　高性能断熱材（VIP）厚20mm
ｆ　保護マット 厚5mm
ｇ　アスファルト防湿シート 厚3mm

Vacuum on the inside
Core material

Gas-proof envelope

possible spacer

possible evacuation
connection
possible test
facility
possible "getter"
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f

g

e

a

gfedcba

  
 

真空断熱システム

コア材

ガス除去剤 /乾燥剤
●必要
○不必要

スペーサーの
必要性

非通気性 
容器材料

組み合わせ
̶既存
--- 調査中

透過性
(光 )

なし
(残留ガス ) エーロゲル グラス・

ファイバー 細孔XPS 細孔PUR

有機発泡体

珪酸
(+乳白剤 )

ガラス 金属板 プラスチック
材料

+シリカ・
コーティング

複合プラスチック材料

+金属蒸着 +金属箔

透明 半透明 不透明

真空とされた内部
コア材
通気性のない容器材料

スペーサー（適宜）
抜気口（適宜）

試験機構（適宜）

残留ガス除去剤（適宜）
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５　ミュンヘンの2世帯住宅。
　　設計 :フロリアン・リヒトブロウ
６　真空断熱材を設置した壁面の構成
　　ａ　スプルス材壁 厚80mm
　　ｂ　軟質木毛板 厚22mm
　　ｃ　真空断熱材 厚40mm
　　ｄ　弾性スペーサー材
　　ｅ　受材 集成木材40×45mm
　　ｆ　軟質木毛板 厚20mm
　　ｇ　3層集成木板 厚22mm
７　真空断熱システムの比較（VIPとVIS）

ジャン・クリーマーズは建築家であり、建設技術の教授であるトーマス・
ヘルツォーク博士（ローマ）のもとで、ミュンヘン工業大学において科
学研究を行った。現在では推進プロジェクトの一環として、真空断熱
システムの建築外壁への適用の可能性について研究している

  VIP VIS

 容器材料 金属複合プラスチック皮膜 ステンレス鋼板 厚0.6～ 4mm
  (アルミ層 厚1μm)
 
コア材 フュームド・シリカ フュームド・シリカ
 
端部材 保護シール 溶接ステンレス箔0.20～ 0.27mm
 
抜気方法 真空室での製造 抜気口からの吸引
 
厚さ                              mm 10～50( 標準20) 10～ 40
 
熱伝導率 (パネル中央部 )  mW/(mK) 4.2 5.3
 
初期気圧                       ミリバール 5以下 1
 
端部スペーサーにおける 低い 高い
ヒート・ブリッジ現象 
 
内部を標準大気圧と          mW/(mK) 20 20
した場合の熱伝導率 
 
熱容量                           kJ/(kgK) 0.8( 主部分 ) 0.8( 主部分 )
 
重量                              kg/m2 160～180 160～180(+容器材料の重量 )
 
通常許容温度範囲            ° C -30～ 80 -200～1000以上
 
通常許容湿度範囲            %( 相対湿度 ) 0～ 60(～ 40° C) 合金の性能による
 
一時許容温度                  ° C 80～120(容器材料の物性による) 1000以上
(15分以内 ) 
 
耐圧力値 150～160kPa(10%の変形時 ) 7.5t/m2以上
 
曲げ強度 不明 強い。容器材料の板厚による
 耐用年数 (カタログ値 )      年 データ無し 3～50年、現場で抜気すれば
   100年以上
 
被破壊性 非常に高い 低い
 
修復可能 なし アクセス可能なら可
 
防火性能 最大でB2(可燃 ) A1( 不燃 )
 
一般建材製品認定 準備中 準備中
 
最大板寸法、l × w            mm 2200 ×1000 8000 × 3000
  ( 製造時の真空室の大きさによる)。 ( 容器材料の板寸法による)
  標準寸法 1000 × 500/1000 × 600
 
製品寸法誤差 -5～ +2/ ±1 ± 2


